
酸性・アルカリ性の歴史１２５

２０２２年１２月より、サイエンスショー「酸・アルカリのカラフル実験」がはじまりまし

た。紫芋の粉で作った紫色のジュースを使って、とんかつソースから洗剤まで、身の

回りのさまざまなものの酸性、アルカリ性を楽しく調べるサイエンスショーです。ショー

では紹介しきれない酸・アルカリのこばなしをいくつかご紹介しましょう。

酸・アルカリの歴史

酸・アルカリという概念（あるいはそれに限らず多くの化学概念）は、アラビアに深い

関わりがあります。なめるとすっぱく、また金属を溶かす性質がある酸性の物質がある

ことは古くから知られており、特に代表的な酸である塩酸、硝酸、硫酸は、１０世紀ご

ろにはアラビアの科学者によって発見されていました。当時アラビアは世界最先端の

学術都市でした。そしてアルカリという語は、「植物の灰」を意味するアラビア語に由

来します。植物の灰を水に溶かすと、アルカリ性を示すのです。このような物質探究

は、不老不死の薬をつくり出すという、いわゆる「錬金術」の研究のために行われてい

ました。

酸性・アルカリ性の、はじめての明確な定義は、１８８４年にスウェーデンの化学者

アレニウスによって発表されました。これによると酸とは「水に溶けると水素イオンＨ＋

を生じる物質」、アルカリとは「水に溶けると水酸化物イオンＯＨ－を生じる物質」のこと

です。サイエンスショーで紹介しているのは、この定義です。酸とアルカリが反応する

と水素イオンと水酸化物イオンがH２Oとなり、酸・アルカリとしての性質を打ち消し合う

「中和」が起こります。

２０２３年は酸・アルカリの理論１００年記念年！！

アレニウスは水溶液中のイオンをもとにした定

義になっていますが、化学の対象はその後、水溶

液だけではなく、アルコールなどの有機溶媒を用

いたものも多くなってきました。

それを受けて、ブレンステッドとローリー（図１）

は独立に、水溶液以外にも拡張できる、新たな定

義を１９２３年に発表しました。それは「反応にお

いて、水素イオンを渡す物質を酸、受け取る物質

を塩基」とするものでした。ここで「塩基」とはアル

カリとほぼ同じ意味ですが、厳密には、アルカリと

は塩基のうち水に溶けるものを言います。

例えば、塩酸の試薬瓶とアンモニアの試薬瓶を近づけるだけで、白煙が生じる有

名な反応水が関わっていなくても、酸と塩基の反応として理解できるようになります。

図１. 左：ヨハンス・ブレンステッド
(１８７９-１９４７)、右：トマス・ローリー
(１８７４-１９３６)

化学のこばなし

２０



塩酸から揮発した塩化水素ガスとアンモニアが結合し、塩化アン

モニウムの細かな固体の塩が生じ、煙に見えるのです（ＨＣｌ＋

ＮＨ３→ＮＨ４Ｃｌ）。高校の化学では、このブレンステッド・ローリーの

定義で酸・塩基反応を理解します。

酸・アルカリ（塩基）の概念をさらに拡張し、水素イオンでもな

く、分子がもつ電子対のやりとりによって定義するという発表も、

同じ１９２３年にギルバート・ルイス（図２）発表されました。

ルイスは、この業績以外にも、共有結合の概念など、分子のも

つ電子に着目して、分子の結合や反応などを合理的に説明する

研究で、化学において膨大な業績を残しました。実際、何度もノーベル化学賞候補

に挙がったそうですが、なぜか受賞には至らず、実験中の事故により命を落としました。

酸素は酸の素ではない

酸素は「酸の素」と書きます。しかし、上でみたように、酸性とは水素イオンによる

性質で、酸素は関係ありません。それなのに、なぜ「酸素」というのでしょうか？

このようなまぎらわしい名前の原因をさかのぼると、近代化学の礎を築いたフラン

スの化学者ラボアジエ（１７４３-１７９４）に行きつきます。彼は「酸性の性質を生み出

す原因は酸素である」という説を発表し（この説は後に誤りとわかりました）、そしてそ

の元素をｏｘｙｇèｎｅ（ギリシャ語ｏｘｙ（酸）＋ｇèｎｅ（生み出す））と名付けました。英語

でｏｘｙｇｅｎです。日本初の近代化学の日本語訳書「舎密開宗（せいみかいそう）」の

訳者である宇田川榕菴は、語源を踏まえて「酸素」という訳語を作ったのです。
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図１. ギルバー
ト・ルイス(１８７５
-１９４６)
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